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超新星残骸（SNR）は銀河宇宙線の加速現場と考えられており、被加速粒子の振る舞いは磁気乱流の性質に強
く依存すると考えられているが、磁場の直接測定が難しいことから現在もっとも不定性の大きいパラメーターと
して扱われている。特に、銀河宇宙線の最高エネルギーである 1015.5 eVを SNRで達成するためには 100 µG程
度にまで増幅された磁場が、1015.5 eVのエネルギーの宇宙線のジャイロ半径∼ 0.1–1 pc程度で磁場の揺らぎの
振幅が δB/B ∼ 1を達成している必要がある。
最近、星間媒質中での乱流磁場のスペクトル指数が電波シンクロトロン放射強度の二点相関解析から測定でき

うることが Alex Lazarian氏の研究グループの理論研究により立て続けに示されている。さらに、この手法を超
新星残骸に応用する手法が Shimoda et al. (2017 投稿中) により開発されている。
本講演では Shimoda et al. (2017)の手法を銀河系内のTychoの SNRに対して応用した結果を報告する。さら

に同様の手法で解析した、銀河団 CIZA J2242.8+5301に見られる弓状衝撃波 Sausage radio relic での結果も報
告する。


